
　本書は，『汽車時間表』として創刊された『JTB
時刻表』の 100 年の軌跡をまとめたものである。
『時刻表』の変遷を通じて，日本の鉄道や観光の
みならず，人々の生活や社会の変化も振り返るこ
とができる。
　1925 年 4 月，日本旅行文化協会から鉄道省
運輸局編纂『汽車時間表』が翻刻発売された。こ
れが『JTB時刻表』の創刊号である。その後『時
間表』『時刻表』『JTB時刻表』と誌名の変遷があっ
たが，いずれも限られた誌面の中に旅程や費用な
どの情報が満載されており，旅行案内書を意識し
た内容となっている。表紙についても，1963年
８月号からカラー写真が掲載されるようになった
が，それらを経年で見ることで，車両の変遷，時
代ごとの風景の様子，各時代で注目されている出
来事などを知ることができる。また，本書では，『時
刻表』の製作の流れが写真とともに掲載されてお
り，その大変さが伝わってくる。
　資料室では，1951年８月号以降の大半を上野
で一般公開しており，本書において『時刻表』が
閲覧できる施設として紹介されている。� （古森）

　本書は，日本橋から築地，そして豊洲へと続く
中央卸売市場の変遷を，行政と現場それぞれの視
点から描いた一冊である。豊洲移転の経緯や市場
法改正の動向についても詳しく書かれているが，
特に市場の構造が「輸送手段」といかに深く関わっ
てきたかという点が整理されている。
　例えば，築地の象徴でもあった扇形の建物は，
かつて汐留駅から引き込まれた国鉄「東京市場駅」
の線路を敷くために生まれた形だという。長いプ
ラットホームを確保するためにカーブを描いたそ
の形状は，鉄道と船舶が水産物流の主役だった時
代の設計思想を示している。
　しかし，輸送の主役がトラックへ移ると，この
鉄道に特化した動線設計が逆に場内の制約となっ
ていく。本書では，こうした時代の変化に伴う築
地特有の課題だけでなく，移転先の豊洲市場にお
いても，街区が道路で分断されるという新たな物
流上の課題があることを指摘している。巨大市場
の移転を，単なる施設の更新ではなく食の物流シ
ステムの転換点として捉えることができる資料で
ある。� （原）
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